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サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
会
の
ご
案
内

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
県
下
一
斉
無
料
相
談
会

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
の

　
　
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど
の
支
援

富
士
“考
”フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
「
ど
う
な
る
富
士
山
　
ど
う
す
る
私
達
」

富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会

　
　
町
制
祭
第
６
回
軟
式
野
球
大
会

■
日
　
程
　
９
月
27
日
（
日
）
　
予
備
日10
月
12
日
（
月
）

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
運
動
場
　
小
立

■
参
加
対
象
　
富
士
河
口
湖
町
内
に
在
住
も
し
く
は
勤

　
　
　
　
　
　 

務
し
て
い
る
方

※
代
表
者
会
議
ま
で
に
、
参
加
者
の
定
住
確
認
や
勤
務
地 

　
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
選
手
参
加
名
簿
に
会
社
の
認
証

　
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
は
代
表
者
会
議
で
説
明
し
ま
す

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

※
但
し
、
町
野
球
協
会
費
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

　
協
会
費
と
し
て
、
別
途
５
０
０
０
円
が
必
要

■
申
込
期
限
　
９
月
14
日
（
月
）
正
午
ま
で
。

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
９
０
‐
９
０
０
５
‐
６
８
６
５

　
　

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
見
ら
れ
な
い
世
帯
（
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
が
対
象
で
す
。
）
に
対
し
て
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
支
援
開

始
は
平
成
21
年
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
申
込

先
、
受
付
開
始
時
期
は
、
準
備
が
整
い
次
第
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、

全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
る
べ

く
早
め
に
契
約
手
続
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
は
清
算
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
７
０
７
７

◆
ア
ラ
ウ
ン
ド
40
大
会
◆

■
日
　
時
　
10
月
10
日
（
土
）
、11
日
（
日
） 

■
参
加
資
格

○
35
～
45
歳
の
方
が
（
今
年
度
末
ま
で
に
35
歳
に
な
る
人

　
も
可
）
が
常
時
８
名
以
上
出
場
す
る
こ
と
。

 

◆
ア
ラ
ウ
ン
ド
50
大
会
◆

■
日
　
時
　
10
月
17
日
（
土
）
、18
日
（
日
） 

■
参
加
資
格

○
45
～
55
歳
の
方
が
（
今
年
度
末
ま
で
に
45
歳
に
な
る
人

　
も
可
）
が
常
時
８
名
以
上
出
場
す
る
こ
と
。

 

※
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
背
番
号
の
つ
い
た
同
一

　
お
よ
び
同
色
の
２
種
類
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ツ
、
な
ら
び

　
に
２
種
類
の
パ
ン
ツ
、
ソ
ッ
ク
ス
を
用
意
す
る
こ
と
。

　
Ｇ
Ｋ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
異
な
っ
た
色

　
の
シ
ャ
ツ
を
２
種
類
用
意
す
る
こ
と
。 

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
ス
ポ
ー
ツ
公
園
運
動
場 

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
2
6
2
5
0
円
（
税
込
み
） 

●
問
合
せ
先
　
ジ
ャ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

　
　
横
山
、
青
柳
　
℡
０
３-

５
７
８
４-

５
４
６
６ 

　
　
　
　
　
　 

　F
A
X

０
３-

５
７
８
４-

５
６
２
９ 

　
富
士
河
口
湖
観
光
連
盟
　
中
村 

　
　
　
　
　
　 

 

　
℡
０
５
５
５-

72-

３
１
６
８ 

　
　
　
　
　
　 

 

　F
A
X

０
５
５
５-

72-

２
８
１
７

■
日
　
時
　
９
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
や
ホ
ー
ル
」

■
入
場
料
　
無
料
　
　
■
定
　
員
　
４
６
５
名

●
問
合
先
　
（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所

　
　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
　
小
澤
誠

　
　
　
　
　
　 

 

　
℡
０
９
０
‐
３
６
８
３
‐
３
２
１
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富
士
河
口
湖
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
一
般
社
会
人
か
ら

小
学
生
ま
で
の
初
心
者
を
対
象
に
硬
式
の
テ
ニ
ス
ス
ク

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

た
方
、
子
供
に
テ
ニ
ス
を
考
え
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
程
　
９
月
27
日
（
日
）
か
ら
毎
週
日
曜
日
　
計
８
回

■
対
象
及
び
費
用
　

○
小
学
１
～
２
年
生
　
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分
　

　
２
千
円

○
小
学
３
～
４
年
生
　
午
後
１
時
35
分
～
２
時
35
分
　

　
２
千
円

○
小
学
５
～
６
年
生
　
午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分
　

　
２
千
円

○
中
学
生
以
上
初
心
者
　
午
後
３
時
45
分
～
４
時
45
分

　
２
千
円

■
場
　
所
　
栗
山
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
勝
山
）

■
締
　
切
　
９
月
17
日
（
日
）

●
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　

　
　
　
　
　 

℡
0
9
0-

8
5
8
6-

2
9
1
7 

流
石

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
日
　
10
月
17
日
（
土
）
午
前10
時
～
午
後
４
時

■
開
催
場
所
　
富
士
吉
田
市
「
下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
」
富
士
吉
田
市
下
吉
田8
8
6

●
問
合
先
　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

℡
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室
（
甲
府
市
北
口
）

■
相
談
内
容
　
相
続
・
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等
の
不
動
　

　
　
産
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、

　
成
人
後
見
人
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
婚
姻・
離
婚
・
養
子

　
縁
組
・
親
権
等
の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め・
虐
待

　
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
登
記
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ

　
ト
を
利
用
し
て
申
請
書
様
式
な
ど
、
登
記
に
関
す
る
情

　
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ア
ド
レ
ス
　
　
　
　
　
　

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

℡
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
３
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h
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富士山河口湖音楽祭２００９富士山河口湖音楽祭２００９
　恒例の富士山河口湖音楽祭は、８月１３日～２２日の１０日間、河口湖ステラシアター、円形ホールなどを舞台に、

盛大に開催されました。国際的指揮者の佐渡裕さんが監修するこのイベントは町の夏の風物詩として定着し、テ

ーマを「音楽を身近に！もっと楽しく！」として８回目を数えました。

　この音楽祭は、地域の住民のボランティアスタッフが中心となって実行委員会を主催し、多くの住民参加型の

企画を行うことにより、学生のトップクラスの演奏やプロの演奏を身近に触れ、感じることのできるところに醍醐

味があります。

　この期間には、町中に音楽があふれて、それぞれ歌い、演奏し、音楽を体感し、大いに満喫したことでしょう。

オープニングコンサートでは都留二中マーチングバンドと敷

島中吹奏楽部、公募で集まった県内の中学生特別バンド、８月

県大会で金賞を受賞し関東大会出場を決めた河口湖南中吹

奏楽部による演出で会場を沸かせました。

昼下がりの総合公園ではゲストに奥村愛さんを迎えて高校

生たちが中心となったほのぼのとした森の音楽会が開かれ

ました。

初めての試みとなるハーモニーコンサートでは自然と環境

をテーマとした合唱が披露されました。

習志野高校マーチングバンド部のほか、富士河口湖高校吹

奏楽部のメンバーら約２７０人もの生徒で船津登山道をステ

ラシアターまでパレードしました。音楽に合わせ踊りのパフ

ォーマンスで周囲の歓声に盛り上がりました。

佐渡裕さんの音楽教室ではタクトも魔法の杖になります。

音楽教室終了後は、佐渡さんと聴講参加者による意見交換

会が開かれ、熱心な質問を佐渡さんが丁寧に説明されて、

聴講者も有意義なひと時だったことでしょう。

夕方の買物客で賑わうショッピングセンターでは全国からオ

ーディションで選ばれたスーパーキッズのすばらしい演奏を

聴き夕食のメニューも華やかになったことでしょう。
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The 15th anniversary of the open the Stellar Theater. The September issue.The 15th anniversary of the open the Stellar Theater. The September issue.The 15th anniversary of the open the Stellar Theater. The September issue.

河口湖ステラシアター開館15年記念。河口湖ステラシアター通信9月号

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

秋川雅史コンサートツアー　～第4楽章～
河口湖オルゴールの森10周年記念

第9回やまなし県民文化祭　部門別フェスティバル
第2回「甲斐の国ジャズフェスティバル」

《演奏曲目》千の風になって、愛燦燦、乾杯、グラナダほか

　　　　　　※曲目が変更される場合があります

《共演》小島さやか（ピアノ）

《料金》全席指定　6,000円

　　　 河口湖オルゴールの森美術館入館券付き（通常1,300円）

9/19 土 午後4時開場／午後5時開演

甲斐ジャズ　～ジャズバンドの祭典～

妹尾武ピアノソロ

20日／ビッグバンド・ステージ　開催予定

21日／コンボバンド・ステージ　開催予定

　　　 東京ブラススタイル　　 出演予定

9/20 日 月 祝・21
両日午前11時30分開場／昼12時開演

第1回
全国ジュニアジャズオーケストラ

コンテスト
《出演》全国の小中高等学校の吹奏楽部、ジャズオーケストラ部 など

《料金》全席自由　一般：1,500円　　高校生・大学生：800円

9/22 火 祝 水 祝・23
両日午前8時30分開場／午前9時開演

各日共に昼12時開場／午後1時30分開演／午後8時終演予定

☆秋のコンサート特集☆

《河口湖ステラシアターでのコンサート》《河口湖ステラシアターでのコンサート》

《 河口湖円形ホールでのコンサート》《 河口湖円形ホールでのコンサート》

好評発
売中!

《出演》山梨県内 「JAZZ」バンド　《料金》入場無料

第１１回 
HERITAGE MUSIC FESTIVAL 2009

《内容》・県内外のプロ、アマチュアバンドによるコンサート

　　　  ・DJ等によるパフォーマンス等

　　　　・「ステラ市」フリーマーケット、ワークショップ、

　　　　 手作り楽器や子ども広場など

《料金》全席自由　1,000円　、当日券1,500円

《料金》全席指定　4,800円　

　　　 （1ドリンク・お菓子付）

9/26 土 日・27 両日昼12時開演予定

※小中学生は入場無料。未就学児童のご入場はご遠慮願います

※高校生以下、入場無料

※未就学児童の入場はご遠慮願います。

FUJIYAMA MUSIC FESTIVAL
《出演アーティスト》

　10/10　　coming soon...

　10/12　Spontania/D-51/BENI/FLOW/jealkb/傳田真央

　　　　　  飛び蹴/MEANING

《料金》アリーナ席、指定席　6,300円

10/10 土 月 祝・12

9/26 土
午後3時30分開場／午後4時開演

新井英一
ライブ in 河口湖 '09
《出演》新井英一（ボーカル＆ギター）

　　　　高橋　望（ギター演奏）

《料金》全席自由　3,500円

10/3 土

午後4時開場／午後5時開演

釜山・慶州・清河スケッチ

中野紀三郎展
同時開催
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　昨年初めて行われた富士山・河口湖映画祭ですが、全国的にみても斬新なこの

イベントを、改めてご紹介します。

　この映画祭の最大の特徴は、「富士山麓を舞台としたオリジナルのシナリオを

募集し、最優秀作品を実際に映画化して上映する」という独創的な展開にあります。

この大まかな流れは以下のようになっています。

　今やすっかりと全国に定着した「道の駅」ですが、初めて登場したのは平成５年で、１０３箇所が登録されました。それから

１６年が経った平成２１年７月現在、９１７箇所が登録されています（国土交通省道路局ホームページより）。

　さて、ご存知のように富士河口湖町にも『道の駅かつやま』があります。道の駅かつやまは河口湖畔の小海公園に隣接し

た風光明媚な場所に平成１０年にオープンしました。駐車場、休憩室、公衆トイレ、特産品販売所などを備え、ドライブの休憩

場所として、また周辺住民の憩いの場所として親しまれています。

　さて、道の駅かつやまでは、日頃のご愛顧へ感謝する『道の駅かつやま　感謝祭』を行います。季節の農産物の特売、秋

の花の販売、ガラポン抽選大会など楽しい企画が行われます。この機会にぜひお立ち寄りください！

　日本全国で様々な映画祭が行われていますが、オリジナルのシナリオを募集して映画化するという方式の映画祭はとても

珍しいということです。

　昨年は鈴木そなたさんの作品『湖の中の観覧車』がグランプリになり、その映画作品は今年の映画祭で初上映されました。

今年は石田晶子さんの『小さな大きな富士山と』がグランプリに選ばれ、８月２２日にいよいよ撮影が開始されました。完成作

品は来年の映画祭（２月２０日、２１日）で上映されます。

　このように、この映画祭は映画祭の当日だけでなく、様々な場面で多くの皆様に参加していただくことによって成り立つ

通年型、参加型のイベントなのです。具体的な参加場面、参加方法は次のようなものがあります。

　この映画祭は一人でも多くの皆様が参加することによって、全国に誇れる素晴らしいイベントになります。どんな形でも構

いませんので、積極的にご参加ください。皆様の力を結集して、どこの地域にも真似できない、本当の「おらが町の映画祭」

に育てましょう！　　　　　　　　映画祭に関するお問合せ：TEL 72-3168（観光課）・ 72-5588（ステラシアター）

富士山・河口湖映画祭に参加しませんか？！

道の駅かつやま　感謝祭が行われます！

お問合せ:観光課　観光振興支援室　　℡72-3168／電子メール:kanshin@towntown.fujikawaguchiko.lg.jp

富士河口湖町

　　 観
光まちづくりかわら版　　 観
光まちづくりかわら版　　 観
光まちづくりかわら版
富士山と湖と高原のまち―日本の湖水地方―

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。

21年 9月号

富士山麓を舞台としたオリジナルの

シナリオを募集

最優秀作品を決定・発表

映画化した作品を上映③ ２年目　２月２３日（富士山の日）頃

② １年目　２月２３日（富士山の日）頃

① １年目　１０月頃

↓　最優秀シナリオ作品の映画製作（撮影・編集）

⇒　８月上旬；シナリオ教室に参加するシナリオの書き方を学ぶ

⇒　通年；映画祭実行委員会に参加して企画・運営について検討する映画祭の企画・運営に参加する

⇒　１０月頃；シナリオ作品募集に応募するシナリオ作品を書いて応募する

　⇒　７月～１０月頃；オーディションに応募してメインキャストとして出演する

　　　　　　　　　または家族や友達と大勢でエキストラとして出演する　

映画に出演する

　　　⇒　２月２３日（富士山の日）頃；映画祭会場に行き、映画を鑑賞する映画を見る

⇒　７月～１０月頃；衣装製作、道具製作、食事提供など映画撮影の様々な手伝いをする映画撮影を手伝う

開催日：９月１８日（金）、１９日（土）、２０日（日）

道の駅かつやま感謝祭に関するお問合せ：TEL 72-3168（観光課）

うみ

映画作品はＤＶＤ化し、町のＰＲに役立てています
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

「いやしの里のお月見」「いやしの里のお月見」「いやしの里のお月見」
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；０５５５－２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

藍・陶・石・蜻蛉玉　作家４人展

いやしの オカリーナコンサート

＊臨時休演日あり＊

午前１０時～午後４時

会場：養蚕資料館　囲炉裏端

４月から建設していた茅葺民家２棟が完成し２０棟になりました。
里内の民家の建設はこれで完了です。新しく仲間入りした建物を見に来て下さい！！

会場；土の館 富士炉漫窯

期間；９月５・６・１９・２０・２１・２２・２３・２６・２７日

　オカリーナ奏者“舟久保せつ子さん”（ピアノ伴奏；
野崎峯子さん）によるいやしのコンサート第２弾。６月
の演奏会とはまた違った季節の曲目をお届けします。

　　　　　　　　　富士吉田市在住。静岡大学教育学部音楽
専攻卒業。舟久保音楽教室主宰。演奏には一般的オカリナの他
三連オカリーナを使用。三連オカリーナ（トリプレット）は日本
人が製作した特殊な楽器で全国で１００本ほどありますが、この
楽器を使って演奏活動をしている奏者は１０人ほどしかいなく、
舟久保さんはその中の一人。

この他にもお月見に関するイベントを企画中です。　詳細はお問合せいただくかホームページをご覧下さい。

　工芸館では県内在住のすぐれ

た工芸家の皆さんによる作品展

を開催しています。今回は「藍・

陶・石・蜻蛉玉」の作品たちが一

堂に会します。

　それぞれの作品につまった作

り手の思いをぜひ感じて下さい。

期間：９月３日（木）～２３日（水）　午前１０時～午後５時まで

日時；９月１９日（土）　① 午後１２時３０分～　② 午後１時３０分～

　　　　　　　　　    （１公演約２０分を予定）

会場；くつろぎの館

曲目；千の風になって（朗読）、里の秋、学生時代　などなど

工芸館特別企画展

＝作家紹介＝

藍

陶

石

蜻蛉玉

＊いろりでは火をおこしています。

期間；９月１日（火）～３０日（水）

＝演奏者紹介＝

工芸８号館 ごろ寝館

『着付教室』開催のお知らせ
大石紬を着てみましょう！　６回の講習で、一人で着られるようになります。

実施日　１０・１１・１２月の第２・第４火曜日（全６回） 午後２時から午後４時まで
会　場　大石紬伝統工芸館
定　員　ありません。興味のある方、ぜひご参加下さい。

教材費　２，０００円（全６回分）
申込先　大石紬伝統工芸館　℡；７６－７９０１

ミニコンサート等ができる
娯楽室。家庭気分で使える
４つの小部屋があります。

伝統工芸スズ竹ザル作りの実演

「 河 童 展 」

富士山二合目に自生するスズ竹を使った竹ザル

づくりは、江戸時代から伝わる伝統工芸。伝統工

芸士小佐野さんを中心に、ザル学校のメンバー

が技を披露します。

佐藤文子（工房；都留市朝日曽雌）

　(藍)の作られる体験があって、土から生

まれ土にかえる自然発酵建てそのものが、
今の私のライフワークです。

木曽保人（工房；山中湖村山中）

紺碧の空や海、碧い惑星の色を陶に写した
いと思っています。

小佐野哲二（工房；富士河口湖町勝山）

「自然との共生」・「自然との共存造形」を
テーマとし、石ころと遊んでいます。

井上綾子（工房；富士河口湖町船津）

見る人に作品の中に澄む心地よさを感じ
てもらえるようにと思いながら製作して
います。

押し花絵作家・金子政子

「企画展」

9月12日（土）～

　西湖いやしの里根場は、今年４月
から建設していた２棟が完成し２０棟
の茅葺家屋の集落になりました。い
やしの里根場では、この茅葺家屋を
利用して来ていただいた皆さんに、
地域で培われてきた工芸技術、伝
統文化、新たな工芸や食文化を提
供していただける施設利用者を募
集します。利用希望者は、９月３０日
までに町役場観光課へ申し込んで
下さい。

当面の間、企画展を
開催します。

「西湖いやしの里  根場」

施設利用者を募集します。

墨絵や作陶な

ど、様々な表

情の河童を展

示します。

河童たちも皆様のお越しをお待ちしています。

とんぼだま

『押し花風景画の世界』

すくもう

いやしの里の四季、富士山、北麓
地域の自然を
中心にした作
品を展示しま
す。
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河
口
地
区
・
西
川
遺
跡
の

　
　
　
　
調
査
成
果
に
つ
い
て

●
調
査
の
経
緯

　
河
口
地
区
に
所
在
す
る
西
川
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
古
墳
時

代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
範
囲
内
に
お
い

て
下
水
道
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
教
育
委
員

会
が
今
年
の
三
月
に
工
事
立
会
い
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
土
器
の
破
片
が
大

量
に
出
土
し
ま
し
た
。

●
出
土
し
た
土
器
の
特
徴

　
出
土
し
た
遺
物
の
大
半
は
、
奈
良
時
代
（
八
世
紀
中
葉
）
と

平
安
時
代
（
十
世
紀
初
頭
）
の
土
師
器
や
須
恵
器
で
し
た
が
、

土
器
に
墨
で
字
が
書
か
れ
た
墨
書
土
器
や
線
を
刻
ん
で
文

字
を
記
し
た
刻
書
土
器
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
奈
良
時
代

や
平
安
時
代
の
頃
に
は
、
文
字
を
読
み
書
き
で
き
る
人
は
限

ら
れ
て
お
り
、
国
の
役
人
や
僧
侶
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
場

合
が
多
く
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
割
れ
た
土
器
の
破
片
を

硯
と
し
て
再
利
用
し
た
転
用
硯
（
て
ん
よ
う
け
ん
）
や
、
内
面

に
墨
が
付
着
し
た
土
器
も
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
西
川
遺
跡
の
周
辺
で
は
、
墨
を
用
い
て
文
字
を
書

く
行
為
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
で

は
、
な
ぜ
文
字
を
書
く
こ
と
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。

●
河
口
駅
の
存
在
が
有
力
に

　
奈
良
時
代
、
甲
斐
国
は
東
海
道
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
朝
廷

と
国
と
を
結
ぶ
道
は
東
海
道
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
道

の
本
道
は
甲
斐
国
を
経
由
し
て
い
な
い
た
め
、
駿
河
国
横
走

駅
（
現
在
の
静
岡
県
小
山
町
付
近
）
で
東
海
道
か
ら
分
岐
し

た
甲
斐
路
と
呼
ば
れ
る
支
路
を
通
じ
て
甲
斐
国
府（
笛
吹
市
）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
甲
斐
の
国
に
は
三
箇
所
の
駅

家
（
う
ま
や
）
が
置
か
れ
、
荷
物
を
運
ぶ
馬
の
交
替
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。「
加
古
」
、「
河

口
」、「
水
市
」と
い
う
駅
が
平
安
時
代
に
書
か
れ
た『
延
喜
式
』

に
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
の
河
口
駅
は
、

現
在
も
河
口
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
町
の

河
口
地
区
に
存
在
し

た
こ
と
が
推
定
さ
れ

て
き
ま
し
た
。駅
で
は
、

馬
の
交
替
に
伴
い
、

木
簡
（
木
の
板
に
文

字
を
記
し
た
荷
札
の

よ
う
な
も
の
）
へ
の

文
字
の
記
入
、
国
の

命
令
を
掲
示
す
る
告

知
札
に
文
字
を
記
す

作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
の
内
容
か
ら
、
西
川
遺
跡
は

河
口
駅
か
駅
に
密
接
に
関
わ
る
集
落
の
一
部
で
あ
る
可
能

性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
川
」
と
い
う
文
字
が

記
さ
れ
た
墨
書
土
器
（
須
恵
器
・
奈
良
時
代
）
も
見
つ
か
り
、

奈
良
時
代
か
ら「
河
口（
川

口
）
」
と
い
う
地
名
が
存

在
し
て
い
た
可
能
性
も

高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
地
名
か
ら
推
定
さ
れ

て
き
た
河
口
駅
の
存
在

が
考
古
学
的
な
資
料
か

ら
裏
付
け
ら
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
中
世
か
ら
御

師
の
ま
ち
と
し
て
賑
わ

う
河
口
地
区
で
す
が
、
そ

の
前
の
段
階
に
河
口
駅

を
中
心
と
す
る
集
落
が

基
盤
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
　
杉
本
悠
樹
）

奈良時代の土師器の出土状況奈良時代の土師器の出土状況

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
7
月
22
日
か
ら
8
月
21
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

坂
井
　
俊
徳
　
　
守
　
門
　
志
保
子
　
船
津

小
川
　
歩
夢
　
　
武
　
士
　
真
　
弓
　
船
津

桑
原
　
夢
彩
　
　
孝
　
士
　
麻
　
美
　
船
津

山
中
　
大
雅
　
　
康
　
裕
　
真
　
樹
　
船
津

三
枝
　
結
芽
　
　
史
充
也
　
智
　
美
　
船
津

前
川
　
里
奈
　
　
　
進
　
　
紀
　
子
　
船
津

仲
安
亜
依
奈
　
　
寿
　
文
　
あ
す
か
　
船
津

堀
内
　
美
希
　
　
　
真
　
　
ひ
ろ
美
　
小
立

荒
井
　
百
花
　
　
剛
　
司
　
紀
　
子
　
小
立

三
浦
　
遥
河
　
　
巨
　
樹
　
真
由
美
　
小
立

堀
内
　
彩
未
　
　
　
修
　
　
梨
　
央
　
大
石

大
塚
　
秋
光
　
75
歳
　
大
塚
は
な
子
　
船
津

渡
邊
　
う
し
　
96
歳
　
渡
邊
　
永
夫
　
船
津

片
濱
　
ユ
キ
　
102
歳
　
片
濱
ヒ
ロ
子
　
船
津

井
出
　
　
洋
　
82
歳
　
井
出
　
　
勤
　
小
立

渡
邊
　
正
之
　
79
歳
　
渡
邊
　
初
夫
　
小
立

渡
邊
　
清
子
　
89
歳
　
渡
邊
　
一
夫
　
小
立

梶
原
　
光
男
　
82
歳
　
梶
原
　
守
男
　
大
石

外
川
　
太
一
　
91
歳
　
外
川
　
政
行
　
長
浜

し
ゅ
ん
と
く

あ
　
い
　
な

あ
ゆ
む

ゆ
　
あ

み
　
き

も
　
か

は
る
か

あ
や
み

た
い
が

ゆ
　
め

り
　
な

「川」記銘墨書土器(奈良時代)「川」記銘墨書土器(奈良時代)
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行政相談・心配ごと相談日

9月20日(日)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。

　
9
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
は
、
9
月
１７
日

（
木
）
ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分

間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

8
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
9
月
20
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

予約制

■電話相談

◆県民生活センター　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

◆富士・東部地域地方相談室　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６

　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談

　毎月４回開設（午後１時～３時30分）

相談は予約制で、１人当たり30分

◆県民生活センター相談室

　　　　　　　（山梨県ＪＡ会館５階）

　　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝
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　山梨県弁護士会による無料法律相談会を実施します。法律的な問題

でしたら、どんな内容でも対応します。相談は予約制になります。

　予約は、10月9日（金）までに町役場企画課（７２－６０２３）まで連

絡してください。

　県民生活センター共催事業の無料相談を実施します。

消費生活・労働・土地住宅・法律問題について専門家によ

る相談が受けられます。秘密は固く守られ、事前の予約

等特別な手続きも不要ですので是非ご利用ください。

　山梨県労働局では、労働関係に関する事項についての個々の労働者と事業主との間の紛争(個別労働紛争)の解決を
支援するための制度を無料で利用できます。
　　○総合労働相談コーナーでの相談、情報提供　
　　○紛争調整委員によるあっせん等

■相談日 10月13日（火） 午後１時～４時　

■相談時間 １人３０分間とします　

■定　　員 ６名　

■開催場所 富士河口湖町中央公民館

■日　程　９月15日（火）午前10時～12時　午後１時～３時

■場　所　北都留合同庁舎　大月市大月町花咲1608－3

■内　容　消費生活・労働・土地住宅・法律相談など

●問合先　県民生活センター相談・啓発スタッフ　

　　　　　TEL０５５‐２２３‐１５１７

■県民移動相談の開催

■職場のトラブルの解決をお手伝いします

■「ねんきん定期便」相談会

■県下一斉無料法律相談会

■日　時 ９月２５日（金）　午前9時から午後4時 （12時から午後1時は昼休み）　■会　場 中央公民館

●問合先　都留労働基準監督署　０５５４‐４３‐２１９５

勝山ふれあいセンター
午後13時～午後15時



休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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美術の部　　題は自由、1人1点、10号以内（額装に限る）

写真の部　　題は自由、1人1点、４つ切り以上全紙まで

文芸の部　　題は自由、短歌・俳句・川柳は1人２首（句）以内。

　　　　　　随筆・詩は原稿用紙２枚程度で１人１篇

書道の部　　書体は自由、１人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

手芸の部　　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、

　　　　　　木目込人形、パッチワーク等、１人１点

工芸の部　　陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等１人１点

拓本・写経の部　題は自由、1人1点

華道の部　　生花、投入花、盛花、１人１点

芸能の部　　芸能一般

　　　　　　　　　  　 （学校・保育所等を通じて募集します）

美術の部　　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（小中学生は額縁なし、平面に限る）

書道の部　　児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名を記入、学校

　　　　　　等を通して依頼　(手本は後日配布予定)

文芸の部　　　　１０月１６日（金）午後１時から午後４時までに中央公民館へ

その他の部門　　１０月２１日（水）～２２日（木）午前10時から午後４時までに勝山ふれあい

　　　　　　　　センターへ搬入してください。

１１月３日（火）には、勝山ふれあいセンター前の駐車場で、うどん・もろこしだんご・ポップコーン等

の販売をします。ご利用ください。

出展作品大募集

部　門　　募集内容等

園児・児童・生徒部門

受付及び締切

お知らせ

１１月１日（日）～４日（水）

　今年で６年目を迎える、みんな町の誕生日イベント。今回は、１１月８日（日）、河口湖

ステラシアターを中心に行います。ただいま、ぞくぞくと内容を豊かにしていますの

でお楽しみに！

　今回のイベントも、昨年に引き続き環境を考え、ごみを出さないイベントにします。そこで、食べ物や飲み物の器

などについては、実行委員会で用意させていただきます。この器代については、皆さんや出店の方々に多少の負

担をしていただきます。また、出店される方には、テント代などの負担金をいただきます。この基本的な条件で出

店していただける出店者を募集します。出店場所は、ステラシアター正面玄関前広場です。

出店者、フリーマーケット、パフォーマンス参加者大募集！

１　当日、参加者の皆さんのお腹を満たしていただける店などの出店者を募集します。

３　いろんなパフォーンスをしていただける個人・グループを募集します。

４　このイベントに協賛していただける企業、手伝っていただける団体や個人を募集します。

２　フリーマーケット出店者を募集します。

１　当日、参加者の皆さんのお腹を満たしていただける店などの出店者を募集します。

　ステラシアター正面玄関前広場で、イベントの雰囲気を盛り上げていただける個人、団体の方々のいろんな芸

能・パフォーマンスを披露していただける方を募集します。

３　いろんなパフォーンスをしていただける個人・グループを募集します。

　みんなの町の誕生日イベントは、この町に住み、活動している個人や、団体、企業の皆さんの力と知恵と熱意など

で行いたいと思っています。よろしくお願いします。

４　このイベントに協賛していただける企業、手伝っていただける団体や個人を募集します。

　ステラシアター内に２０区画のスペースを用意します。

２　フリーマーケット出店者を募集します。

●①～④の募集は10月2日（金）まで。町役場企画課（72－6023）まで連絡してください！
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